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NHK 技研と IRI、映像コンテンツ記述言語の開発に関する共同研究を開始 

 

日本放送協会放送技術研究所（東京都世田谷区、所長：久保田啓一、以下 NHK 技研）と

株式会社インターネット総合研究所（東京都新宿区、代表取締役：藤原洋、以下 IRI）は、

「映像コンテンツ記述言語の開発」に関する共同研究を開始しました。 

本共同研究は、番組記述言語 TVML(*)をベースとして、これを発展させた次世代のコン

テンツ記述体系を策定することを目的としています。これにより、TVML 自体のアップデ

ート、およびオブジェクト指向を取り入れた TVML の上位レイヤー言語の開発など、コン

ピュータでテキストから映像を自動生成する仕組みの基礎となる記述体系の確立を目指し

ます。本研究の成果であるコンテンツ記述言語はオープンなものとし、本言語を使った各

種サービスに外部団体や個人が自由に参入できる形態を取る予定です。 

IRI では、テキストから映像を自動生成するソフトウェアを現在開発していますが、上述

したオープンなコンテンツ記述言語に準拠することで、映像コンテンツの互換性を確保し、

インターネット上の様々なサービス分野へビジネス展開を図って行く予定です。 

NHK 技研においては放送分野におけるサービス展開、IRI においてはインターネットに

おけるサービス展開を通し、各々の知見を持ち寄って、次世代のコンテンツおよびメディ

アについて総合的な研究を推進してまいります。 

 

(*)TVML 

TV program Making Language の略で 1996 年に NHK 技研により提案された。テレビ

番組を記述できる特殊な言語で、TVML で書かれた番組台本を TVML プレイヤーと呼ばれ

る PC 上のソフトウェアで再生することで、リアルタイム CG、音声合成などで作られた番

組映像が得られる。TVML は「シャキーン」「ヒミツのちからんど」などの NHK 番組制作

現場で使われているほか、大学を始めとした教育機関においても広く使われている。 

 

 



 

＜TVML を利用した映像コンテンツ例＞ 
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